
 

多品目果実に対応可能な画像ＡＩの効率的構築とエッジ実装 

によるスマート農業技術の開発 

○実施期間：令和８～１０年度 

○担当部署：果樹・農産物利用部 

○区  分：地域密着型研究・受託 

（生研支援センター、スマート農業技術の開発・改良に関する事業） 

 

○研究内容 

イチジク、モモ、西洋ナシ、リンゴ、カキ、ブドウ等の多品目果実を対象と

して、画像AIを用いた果実品質・等級判別モデルを効率的に構築するとともに、

スマートフォンやエッジ端末に実装可能なAI選果システムを開発する。果実画

像基盤モデルとLIMOを活用することで、少量データから高精度な判別を可能と

し、選果作業の省力化・省人化および属人性の低減を実現する。 


